
 NEWS RELEASE 

お問い合わせ先 株式
会社格付投資情報センター インベスターズ・サービス本部 〒103-0027 東京都中央区日本橋 1-4-1 日本橋一丁目ビルディング 

TEL.03-3276-3511 FAX.03-3276-3413 http://www.r-i.co.jp E-mail infodept@r-i.co.jp  

信用格付は、発行体が負う金融債務についての総合的な債務履行能力や個々の債務等の支払いの確実性（信用力）に対するR&Iの意見の表明であり、事実の表明ではありません。また、R&Iは、信用

リスク以外のリスクにつき意見を表明するものではなく、投資判断や財務に関する助言や、投資の是非等の推奨をするものではありません。R&Iは、信用格付に際し関連情報の正確性等につき独自

の検証を行っておらず、これに関し何ら表明も保証もいたしません。R&Iは、信用格付（変更・取り下げ等を含む）に関連して発生する損害等につき、何ら責任を負いません。信用格付は、原則と

して発行体から対価を受領して実施したものです。なお、詳細につきhttp://www.r-i.co.jp/jpn/policy.htmlをご覧下さい。 

©Rating and Investment Information, Inc. 

No.2010-C-030 

2010年1月15日 

【格付維持】  横浜市住宅供給公社  
発行体格付： Ａ＋ [格付の方向性：安定的] 
 

格付投資情報センター(R&I)は上記の格付を公表しました。 
 

【格付理由】 

 地方住宅供給公社法に基づき横浜市（以下、市）が全額出資する法人。2006 年 12 月に市の検討委員

会から「市場機能の補完」など公社の新たな役割が示され、分譲住宅の供給や公的賃貸住宅の供給･管

理、市営住宅の管理に加え、都市基盤整備･住環境改善など事業の多角化を進めている。また、市は行

政改革「横浜市中期経営計画（平成 18 年度～22 年度）」で存廃も含めた外郭団体の見直しを行い、公

社は 2007 年度より存続・活用を図る「特定協約団体」となった。これを受けて市との連携・協力関係

を一層強化しており、市との 6 つの協約はほぼ順調に進展している。 
 大都市を基盤とする公社としては事業規模が小さいが、賃貸事業を中心に安定した収益を計上してい

る。分譲事業（含むまちづくり事業）の収益動向が注目点のひとつだが、今後新たに土地を取得して分

譲住宅事業を行う予定はなく、不動産市況の影響を受けにくくなることで中長期的に財務の安定性は高

まる方向にある。2009 年度にヨコハマ・ポートサイドプレイスが竣工したことで、現在抱える大型案

件は 2012 年度の長津田駅北口地区･市街地再開発事業のみとなった。同事業は土地の 7 割を所有する市

のまちづくり事業と位置付けられ、東急沿線では数少なくなった駅前の注目度の高い再開発事業。不動

産市況の動向には留意する必要があるが、不測の事態が生じても事業計画の見直しなど適切な対応がと

られ、公社が大きな事業リスクを抱えることはないとみている。 
 市から運営費等に係る公社固有の補助金はないが、賃貸住宅の建設資金の一部を市から借り入れてい

るほか、借入金の一部に市が損失補償を付けるなど資金調達面で財政支援は厚く、資金調達構造は比較

的安定している。格付には、公社自身の一定の事業基盤と比較的良好な収支・財務状況を維持している

ことに加え、住宅･都市政策の実施機関として重要性を考慮し、市の信用力を反映している。格付の方

向性は安定的だが、設立団体における公社の政策的な位置付けが変わった場合や設立団体の信用力が変

化した場合には格付を見直す可能性がある。 
 
 当該格付に適用した主要な格付方法は「R&I の信用格付の基本的な考え方」及び「地方自治体の格付

の考え方」である。これらの格付方法は、格付を行うにあたり考慮した他の格付方法とともに下記ウェ

ブサイトに掲載している。 
 http://www.r-i.co.jp/jpn/rating/rating/methodology.html 
 

【格付対象】 
発行者：横浜市住宅供給公社 

名 称 格 付 格付の方向性 
発行体格付 Ａ＋（維持） 安定的 

 

☆発行体格付は、発行体が負うすべての金融債務についての総合的な債務履行能力に対するR&Iの意見である。発行体格付は、

原則としてすべての発行体に付与する。個々の債務等の格付は、契約の内容や回収の可能性などを反映し、発行体格付を下回

る、または上回ることがある。 

 


